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第１章　シャンピニーの戦い
　第１節　本格的な脱出戦
　９月19日以来、籠城を余儀なくされたパリで軍隊が編成中であった。間
欠的に出撃戦が試みられたが、見るべき成果を挙げなかった。前にみたよ
うに、フォントゥネー =オ=ローズ～クラマール（10月13日）、ラ・マル
メゾン（同21日）、ル・ブールジェ（同30日）からの出撃はすべて失敗した。
こうしてパリがメッスの二の舞になる可能性が出てきた。この場合、トロ
シュがバゼーヌの役まわりを演じることになるが、トロシュがバゼーヌと
違うのは包囲軍と交渉をしなかった点である。バゼーヌが大軍を擁しなが
ら積極攻勢策を採らなかったのに対し、トロシュは手元に駒を欠いていた
ため、それができなかったという点でも事情が異なる。
　トロシュの無策をパリ市民は焦っていた。各方面からトロシュを促して
大規模な脱出戦に仕向けようという圧力がかかる。ガンベッタの速達が
フォンテーヌブローの森に向けての作戦計画を告げたとき、ロワール軍に
呼応して決起しなければならない、こうした動きが俄かに活発になる。「突
撃」という句は魔術のような言葉になった。ジャーナリストは「トロシュ
は計画をもっている」と書いた。人々は替え歌をつくって揶揄した。「私
はトロシュの計画を知っている。計画！ 計画！計画！ このおかげでわれ
らは負けないぞ」。トロシュはのちの『回想録』で率直に当時の心境を回
顧している。「私は一度だって戦略はおろか戦術の観念をいだいたことは
ない」、と。この残酷な告白にまったく異議を挟む余地はないだろう。ト
ロシュは度量が狭く想像力に欠けた人物であった。長々とした、しかも熱
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のこもった宣言は数週間は人々を騙すに十分だった。だが、やがて欺くこ
とはできなくなる。
　この難局に際し、なんとか当てにできる軍人を挙げるとすればデュクロ
将軍しかいなかった。彼はもともとセーヌ下流（西方）への突撃案を考え
ていた。その方面が敵の圧力が低いとみたからだ。しかし、トゥールから
受けとったニュースによってデュクロは意見を変える。突撃はパリ南東の
マルヌ川の蛇行部分に向けてなされることになった。この地域はプロイセ
ン軍とヴュルテンベルク軍の駐留する地域である。突撃は迅速になされる
必要があった。作戦行動は11月28日と決まった。デュクロにとって、攻
撃計画を立案し、兵士・大砲・物資をパリの西部から東部へ移すのに5日
間の猶予しかなかった。人々はこの突然の変更を理解した。トロシュはこ
の出撃戦をロワール軍の挙兵に呼応しておこなおうとしているのだ、と。
　ところで、トゥールとパリの連絡は偶然にまかされた。伝書鳩はしばし
ば遅れたし、気球は予定外の土地に着陸したからである。トロシュがパリの
出撃作戦を託した「オルレアン市」号は11月24日に飛び立ったが、逆風に
運ばれてひたすら北へ北へと流されて、1,300キロメートル離れたノルウェー
のオスロ近郊に着陸した！ ガンベッタは首を長くしてパリからの情報を期
待したが、待てど暮らせど返事がない。パリ発の24日付速達がトゥールに
到達したのは30日である。その後のトゥール派遣部の狼狽・動顚ぶりにつ
いてはすでに前に発表した拙論考「普仏戦争ＩＸ─ロワール軍 ─」でみた。
　脱出計画は次のとおり。突撃開始は29日朝、パリ軍はまずモーをめざし、
次いでブリー平原を横切ってフォンテーヌブローに向かう。ここでロワー
ル軍の到着を待ち受けるというものだ。およそ6万の兵力が動員された。
主力は正規軍であるが、むろん国民衛兵も含まれた。包囲軍を陽動作戦で
牽制するため、マルメゾンとビュザンヴァルを通っての西進作戦も企図さ
れた。デュクロはパリ市民に宣言文を発して攻撃戦を告げる。これには次
の文句があった。「私は国民全体の前に誓言しようと思う。 私は死者また
は勝利者としてしかパリには戻るまい。」
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　しかし、作戦準備が微妙だった。突撃に先んじ、軍隊を敵陣地の近くに
運ぶためにマルヌ川に舟架橋を設置しなければならない。28日夜8時から
ジョワンヴィル=ル=ポンで作業が始まる。工兵隊が舟橋を繋いでいると
き、おりしもマルヌ川が水嵩を増し、装置を掻き乱してしまった1。深夜
零時、これ以上の作業をつづけるのは無理となる。現場からその通知を受
けたデュクロは計画中止を考えた。ロニー要塞に本拠を築いていたトロ
シュはさんざん迷ったあげく、作戦行動を24時間延ばしても実行すること
を決意した。この1日の延期が包囲軍に対処の時間的猶予を与えることに
なった。11月28日の夜、プロイセン王太子軍の参謀長ブルメンタール将
軍はジョワンヴィルで橋が建設中という報を受けた。同参謀長はザクセン
軍に促して、そこを守っていたヴュルテンベルク軍の支援に向かわせた2。
　11月30日午前7時、10本の橋がマルヌ川に架けられた。その日、冷気こ
そ厳しいが雲ひとつない快晴で、珍しく霞みがかかっていない。籠城開始
からはや73日が経過していた。パリの戦いが始まった。たしかに、それは
パリ解放のための最初の本格的な戦いだった。少なくとも人々はそう信じ
た。午前9時、パリ第2軍の2個軍団6万が渡河を決行する。当面の目標地
点はヴィリエ。パリ軍の砲門が火蓋を切るやいなや、歩兵がどっと繰り出
した。将校らは先頭に立ってサーベルを抜いて兵士たちを鼓舞する。軍隊
はまったく抵抗を受けることなくマルヌ川を渡り、ジョワンヴィル、ノジャ
ン、ブリーに到達。午前中に、ロニー要塞、アヴロン高地、次いでシャン
ピニーとブリーがパリ軍の手に落ちた。
　だが、やがて前進が鈍くなりはじめた。というのは、ヴィリエの墓地に
陣取るザクセン軍、その南の小高い丘地に位置するクイイ公園の壁と民家
の背後に潜むヴュルテンベルク軍が応戦したからである3。パリ軍の進路
Assemblée nationale, Rapport fait au nom de la commission d’enquête sur les actes du 
gouvernement de la Défense nationale, par M. Chaper, No 1416 D, pp.160-161.
Ibid., pp.162-163.
Romangny, Ch. le commandant, Guerre franco-allmande de 1870-1871, 2e éd., Charles-
Lavauzelle, 30 cartes,  N。29: 30 novembre 1870,
1
2
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には遮蔽物がない。独軍は砲撃でパリ軍に甚大な被害を与えつつ包囲を開
始した。幾つかの遊動大隊が無力化された。
　デュクロ将軍が陣頭指揮をとる師団はマルヌ川を渡ったが、午前中に占
領されたブリーですし詰め状態になった。同師団の介入は増援になるどこ
ろか、かえって混乱を生じさせたのだ。ヴィリエでザクセン軍と正面衝突
が始まったが、これといった戦果を挙げることなく夜を迎えた。仏軍はブ
リーとシャンピニーを結ぶ線で宿営する。主目標のノワジ=ル=グラン、
クイイ、ヴィリエはいずれもまだ独軍の支配下にある4。
　パリは勝利を信じていた。住民は一日中、遠雷のような砲声を耳にした。
十数人の捕虜がパリに連行されたのを見て、人々は自信を深めた。捕獲し
たばかりのドライゼ銃を振りまわす志願兵に拍手喝采を送る一方で、捕虜
たちを野次りたおす。戦果発表はきわめて楽観的だった。すなわち、「11
月30日の戦いは…わが軍の軍事的名誉を取り戻すことによって、パリ市の
輝かしい努力を祝聖するものである。もし明日もまた同じような展開をみ
るならば、この戦いはパリとフランスを救出することとなろう」5、と。まっ
たくの幻想である。じっさい、救急車が死傷者を絶え間なくパリ市内に運
び入れるようになると、そのことが徐々に明るみに出る。
　防衛軍は厳しい試練を受けていた。シャン=シュル=マルヌに宿営して
いた第2軍の参謀部の雰囲気は沈痛そのものだった。アルシバルト・フォ
ルブは士官たちと夕食を摂る。「こんな陰鬱な気分で食卓に就いたことは
私にとって初めてのことだ。各人が震える小声で隣の者に語る。数人はまっ
たく食を口に運ばない。…朝食のとき占められていた座席の幾つか空席と
なっている。親友を失わなかった者は一人としていない。」人々は質疑応
答を耳にすると震えた。「彼は？」、「死にました」。「彼は？」、「瀕死の重
傷です」。将官たちは翌日を気遣う…。夜になると、雪が舞い落ちた。厳
寒が大地を静かに凍らせていく6。
Assemblée nationale, Op. cit., pp.168-175.
Roth, François, La guerre de 1870,  Fayard, 1990, 778 p., pp.300-301.
Ibid., p.301.
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　第２節　　惨敗
　12月１日、独仏両陣営のあいだで暗黙のうちに1日だけの休戦状態を迎
えた7。双方ともに、死傷者を救出するためだ。ともに、この戦闘中断を
利用して相手方の布陣のようすをうかがう。やがて日が沈む。夜の気温は
零下10度になった。兵士たちは凍え、士官らは意気消沈していた。
　12月2日の朝になると、ふたたび会戦が始まった。ザクセン軍は全軍挙
げてデュクロ師団に襲いかかる。同師団は応戦するが、戦う前に勝敗がつ
いていた。仏軍は一昨日の激戦を闘ったうえ、毛布をもたないで（荷を軽
くし、進軍を速めるため）凍った大地で野営したため疲労困憊の極地に達
していた。対する独軍のほうも寒さに難儀していたが、数の多さを利用し
交代が比較的容易だったため、士気は高かった8。午前中は仏軍にとって
最悪だった。デュクロはシャンピニーに逃げる兵士たちを止めようとした
が、徒労に終わる。デュクロはヴィノワ軍とサン=ドニ軍団の援けを借り
て失地を回復することができた9。
　12月2日の夕方、仏軍は11月30日の位置からほとんど前進していなかっ
た。その代償が死者1千、負傷者5千である10。そのうち、1割以上を将校
の死傷者が占める。だが、公式発表は楽観調のままであり、パリ市民は突
撃がうまく進捗しているとばかり思っていた。2日午後10時、参謀総長宛
てにトロシュは電報を送った。
「ひどく疲労しているが、きわめて満足すべき状態です。…この2度
目の激闘は最初のものよりもはるかに決定的なものです。…われわ
れはわが陣地を守るのに3時間戦い、敵陣地を奪取し、われわれが
そこに落ち着くのに5時間かかりました。以上が、厳しくもあり戦
D’Aunay, Alfred et Faure, Emile, Histoire de deux ans (1870-1871), 510p., Emile 
Chartier, et Cie 1872-1873. tome 2, p.354.
Ibid., pp.354-355.
Ibid., p.355.
Ambert, Joachim-Marie-Jean-Jacques, Histoire de la guerre de 1870-1871, 1873, p.350.
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果甚だしい戦闘の結末であります。多くの者が寝床に帰りませんで
したが、今は亡きこれら死者は1870年の若き共和国のために名誉あ
る1ページを刻んだのであります。」 11
　デュクロはこうした楽観論に与しなかった。彼は１日中、配下の軍隊と
直接の連絡をとりつづけていた。彼は軍の疲労と戦意喪失を感じ取った。
彼は退却を希望したが、その決定は翌朝に繰り越された。
　ドイツ側はどうか。ここでも疲労と損失は感じられた。損失は甚大だっ
た 12が、防御地点は辛くも維持していた。モルトケに一種の悲観的見方が
出ていた。もし仏軍が新たに大攻勢を仕かけるならば、包囲網に破れ目
の生じる危険性を読み取った。それを考慮して、パリの北側を包囲して
いた第１軍をマルヌ戦線に廻す段取りまで立てていた 13。だが彼は、たと
えパリ包囲に破れ目ができたとしても、パリ軍とロワール軍との連携は
不可能とみた。なぜなら、ロワール軍が潰走中であることを知っていた
からだ。
　一方、デュクロは敵将の精神状態を知らなかったし、ロワール軍の敗走
も知らなかった。デュクロは執るべき手段について躊躇する。翌13日早朝、
彼は前線を査察した。気温は零下14度まで下がった。前日2日の戦闘で兵
の損失は倍加し、兵士たちは疲労の極に達していた。彼はトロシュに相談
せず、独断で突撃中止を決意した。「独断で」というのは、反対されるの
が明らかであったからだ。デュクロは正午に段階的に撤退作戦を展開する
よう命じた。独軍は、デュクロ軍がさらに攻勢をかけてくると信じきって
いて自軍の態勢立て直しに余念がなかったため、この撤退作戦に気づかな
かった。かくて、夕方19時30分に全軍の撤退が完了し、軍はヴァンセン
ヌの森に宿営する。11月30日から12月3日までの4日間の戦闘における仏
Roth, Op. cit., p.301.
独軍側が苦戦した証拠に 1 千人以上の捕虜を出した。しかし、実際の損失数は
仏軍の半分程度におさまった。D’Aunay, Op. cit., p.356.
Palat, le colonel, La stratégie de Moltke en 1870, Paris et Nancy, Berge-Levrault, 1907, 
392 p., p.314.
11
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軍の損失は死者2千、負傷者8千、行方不明2千であった14。
　トロシュの周辺は憂色一色である。人は公然とそうは言わないまでも、
敗北は不可避であると考えた。だが、軍指導部にそれを口にする勇気がな
かったため、冷厳なる事実の前に目を閉じた。参謀長シュミッツ将軍の長々
とした報告書はお役所式のおしゃべりの傑作である。彼は驚くべき言葉で
締めくくる。
「籠城初期の大敗北の衝撃のもとに大急ぎで掻き集められ、種々雑
多な要素から編成された軍隊はあらゆる種の努力の結果、その当時
連戦連勝の敵軍と戦って勝利をうることができた。」
　文書係の一人はこれに憤慨し、「勝利をうる」という動詞のあいだに、「空
しく」という言葉を入れた15。
　それでも懲りないデュクロは3日の深夜におけるトロシュとの会談で、
48時間以内におけるサン=ドニ平原への再出撃とそのための軍の再編と
を提案した。トロシュはためらいながらもそれを一旦は受け入れたが、そ
の直後に届けられた一通の速達報のために暫時、実行を見合わせることに
した。それはヴェルサイユにいるモルトケからパリ総督に宛てられた文書
だった。
「ヴェルサイユにて12月5日。将軍閣下殿。閣下にロワール軍がオ
ルレアン近傍で敗北したこと、ならびに、この町が独軍によって再
占領されたことをお伝えするのが適切かと思います。閣下がその確
認されるのをご要望であれば、貴下の将校の一人に往復の通行券を
献上いたします。敬具。参謀総長モルトケ」16。
　12月6日に開かれたパリ政府の閣議の席上、ジュール・ファーヴルが休
Niox, G., La guerre de 1870, simple récit. 15e éd. Librairie Ch. Delagrave, [1896], 146 
p., p.110.
Roth, Op. cit., pp.303-304.
Assemblée nationale, Op. cit., N。1416 D, p. 190.; Assemblée nationale, Rapport fait au 
nom de la commission d’enquête sur les actes du gouvernement de la Défense nationale, 
par M. De Rainneville, N。1416 C, p.58.
14
15
16
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戦協定を提案したが、賛同する者は皆無で、最終的にトロシュに説得され
てしまい、ほとんど彼の一存で継戦が決まった17。この日、パリ総督宛て
モルトケの通報内容が市中に流れはじめ、フランスは二戦線で敗北したこ
とが明るみに出た18。トロシュは腹の中では幻想を振り払っていたものの、
市民への声明の中で声高に言った。
「敵の手によってわれわれにもたらされたこのニュースはおそらく
真実と思われるが、われわれの救援に駆けつけようとするフラン
スの大きな動きに依存する権利をわれわれから奪うほどのことはな
い。われわれの決心と義務に何らの変更を迫るものではない。ただ
一つの言がそれを要約する。それは戦うことである。フランス万歳、
共和国万歳。」 19
　多大な犠牲をはらってフランスが得た唯一の戦果はアヴロン高地の奪取
である。ここからはボンディからシェルまでのマルヌ渓谷を視野におさめ
ることができる。だが、獲得したばかりのこの防衛拠点を全軍撤収時にみ
すみす放棄してしまうのだ。独軍はしばらくのあいだ、ここが機能してい
るとばかり信じていたが。
　全体としてみたばあい、パリ軍の敗退という事実は覆いがたい。シャン
ピニー会戦における仏軍の敗因は多岐にわたり、種々のものが互いに密接
に絡んでいた。
（1）最大の要因は準備不足である。トロシュは最初、西方に向けての出
撃を企図していたが、トゥール政府の意向を知って急遽、東方への出
撃に切りかえたのが響いた。デュクロが作戦転換を承諾し、諸手段を
西から東に移送するのに5日間の猶予しかなかった。
（2）デュクロは実兵力5万8千を投入したが、これではとうてい足りない。
もっと多くが動員可能であったにもかかわらず、それはなされなかっ
D’Aunay, Op. cit., p.359.
Assemblée nationale, Op. cit., N。1416 D, p.195.
D’Aunay, Op. cit., p. 363.
17
18
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た20。12月3日の時点で大量の援軍があれば、形勢は逆転できたであ
ろう。
（3）これまでの戦闘と同じく砲兵隊が手薄であり、歩兵隊の突撃の援護
砲撃が十分できなかった。
　　それは初日のうちに感じられた。この初日にこそ決定的に有利な地
歩を築く必要があったのだが。さらに、いかなる牽制攻撃もなされな
かった。その結果、独軍は攻撃を受けた部分について予備軍の全部を
そこに投入することができた。
（4）マルヌ川包囲陣を突破するのに何が必要かの配慮がない。極寒のな
かで大軍を動かすのに兵士に毛布1枚支給せず出撃させるというのは
あまりに無謀である。
（5）さらに気候の気紛れも考慮に入れる必要があろう。たとえばマルヌ
川の増水、気温の急降下など。しかし、この点における効果のほどは
対峙軍も共有したから、失策には入るまい。
第２章 　　憂色濃いパリと地方
　第１節　　敗北感漂う首都
　1870年8月のアルザス=ロレーヌ戦線での戦いと同じように、仏軍の作
戦計画の曖昧さ、実行の中途半端さ、指揮系統の弱さは明白だった。
　ロニー要塞に立てこもるトロシュは万事について受け身にまわり、指揮
を執っていないも同然だった。デュクロは躁鬱症に類する精神の持ち主で、
大言壮語と弱気がつねに同居している。緊張癖で細部に拘るという弱点が
あるにもかかわらず、補佐役のブランシャールとデグゼア両将軍がその穴
埋めの役目を果たさなかった。第3軍司令官ヴィノワ将軍についていえば、
彼は自らの判断で南進計画を実行に移したが、それはマルヌ川の突破とい
デュクロ麾下の第 2 軍の兵力実数は 10 万 5 千であり、半分しか動員されなか
ったことになる。Cf. D’Aunay, Ibid., p.301.
20
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う主作戦行動と無関係になってしまった。マルヌ川の時ならぬ増水で架橋
にてまどり、仏軍作戦の狙いがどこにあるか独軍側に察知されても、南進
計画はそのまま続行され、敵に戦略的防御で対処されてしまった。
　シャンピニー会戦の不幸な突撃においても、仏軍に宿命的な欠陥が露呈
している。つまり、歩兵隊が勇猛果敢に突撃を繰り返しても援護射撃しな
いという欠陥がそれだ21。独軍側においても事態は窮迫していた。厳寒は
彼らをも容赦しなかったし、消耗も激しかった。仏軍がもう少しだけ多く
の予備軍を投入していれば、防御ラインが突破されてしまった可能性があ
る。仏軍に突撃の余力がなかったことは認めよう。しかし、たとえ高い代
償を払ってでも突撃を敢行し、そこを突破してさえいれば、兵士とパリ市
民をどれほど鼓舞したか測りしれない。
　パリ市民は数日間、砲声に揺すられた。最初の公式発表は楽観的であっ
た。だが、兵士がゾロゾロ引き揚げてくるのを目にしたいま、作戦が失敗
に終わった事実は覆いがたく、次々と繰り出される声明にいくら粉飾が施
されても、もはやいかなる幻想もいだかなくなる。シャンピニーはパリ籠
城戦において最も重要な戦いであった。これが不成功に終わったというこ
とは、もはや独力では鉄鎖を断ち切れないことを意味した。とすると、頼
みは地方軍ということになるが、それ自体が敗北したとなると望みは潰え
たことになる22。
　住民は敗北感でいっぱいだった。政府閣僚と将軍たちの威信は地に墜ち
た。６日の夜は冬が始まって一番の厳寒だった。市民にとって窮乏と極
寒、今日・明日の苦悶が始まる。公道のガス照明が止まったのが10月26
日、家庭へのガス供給は11月30日に停止。以後、人々は夜のパリは3万5
千個の石油ランプだけを頼りとなる23。食糧価格は鰻登りに上昇した。12
12 月 3 日から 4 日にかけてのデュクロとトロシュの会談の席上でも出たことだ
が、パリ軍には強力な砲兵隊が不足していた。Cf. Assemblée nationale, Op. cit., 
N。1416 D, p. 187.
Sordet, Félix, 1870-71 ou une page d’histoire, Sordet-Montalan, 1873, 452p., p.293.
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月6日の時点で政府の独自の調査により備蓄食糧はあと6週間で底を尽く
ことが判明したが、それが公表されることはなかった24。人々の話題にの
ぼるのは、「どこへ行くと食えるか」という食べものの話でもちきりだった。
食べものを見つけだすことが最大の関心事となった 25。国民衛兵のあいだ
で怒りは大きくなる一方である。2 ヵ月間、彼らは戦闘を待ち焦がれ、将
軍の政府の無能を非難してきた。
　『月曜物語』の中でアルフォンス・ドーデは1870年12月3日のモンルイ、
ノジャン、ブリー = シュル=マルヌ、ペルーに探訪に出かけている。前日
までここは激戦地だった。その日は静寂そのものだった。以下の記述は手
帳に書きとめたものである。
「陽は傾き、北風は冷たく、霧が立ち込めている。［…］ モンルイに
はだれもいない。戸と窓も閉まっている。板囲いの後ろにピーピー
鳴くがちょうの群れがいる。ここでは農民は逃げていない。隠れて
いるのだ。もう少し遠くでは酒場が開かれていた。暖炉が音を立て
る。3人の遊動兵が傍で食事をしている。かわいそうに、腫れた目、
赤くほてった顔をしていた。押し黙って机の上に肘をつき、食べな
がら眠っている。［…］ モンルイを出て、露営の煙で青々としたヴァ
ンセンヌの森を横切る。デュクロ将軍の軍がそこにいた。兵士らは
暖をとるために木を切った。［…］ ノジャンにも兵士らがいた。大
きな外套を着た砲兵。頬の腫れた、りんごのようにどこもかも丸い
ノルマンディーの遊動兵。外套を着た、動きの敏捷なアルジェリ
ア歩兵。青ハンカチを2つに切って軍帽の下で耳の周囲に巻きつけ
た猫背の戦列歩兵。彼らが通りという通りのどこでもうようよし、
D’Heylli, Georges, Journal du siège de Paris, décret, proclamations, circlulaires, 
rapports, notes, renseignements, documents divers, officiels et autres, publiés par 
Georges d’Heylli, Librairie Générale, s. d., 720 p. tome Ⅲ, pp. 561-562.
Assemblée nationale, Op. cit., N。1416 D, p. 211.
松井道昭「パリ籠城下（1870 － 71 年）の食糧行政」『横浜市立大学論叢（社会
科学系列）』第 14 巻第 2 号所収、pp.171-250.
23
24
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ぶらぶら歩きをしており、開店中の2軒の食料品店の前でひしめき
あっていた。まるでアルジェリアの小さな町のようである。」 26
　「最後に田舎に来た。マルヌ川に降りる、人気のない長い街道。
真珠色のすばらしい地平線、靄の中に身震いして葉を落とした樹木。
ずっと向うの鉄道高架線は歯抜けしたようにアーチが寸断され、見
る者の気を滅入らせる。ル・ペルーを横切るとき、荒れ果てた庭、
荒廃した陰鬱な建物のある、道路に沿った小さな別荘のなかで、格
子戸の後ろに虐殺から逃れた3本の大きな白菊が咲き乱れているの
を見た。」 27
　第２節　　地方は和平を望む
　地方では軍事的衝突に関する認識とその評価は微妙であった。パリで
いったい何が起きているのか、その正しい情報はなかなか伝わらない。敗
北が知られ、幻想が吹き飛ぶためにはなお１、2週間を要した。12月5日
付のリヨンの新聞『プログレ（進歩）』紙は「これらの［トロシュの］作
戦の結果は士気の点でも戦略の点でも満足すべき状態に達した」と報道。
南仏ガール県ではパリ城外で勝利したと伝えられた28。
　しかし、時の経過とともに真相が明るみに出る。12月18日ボーヌに落
下した気球ダヴィ号はいくつかの速達を運び、それを地方の諸新聞が取り
あげた。落胆と無力感の気分がパッと広がる。ガンベッタがパリ周辺の戦
闘についてパリ軍の「赫々たる勝利」と発表していただけに、そうでない
ことがわかると、すぐにその反動が出た29。人々はトゥールにおけるガン
ベッタの独裁的措置を非難しはじめる。いたるところで人々は公然とは口
にはしないものの、講和を願うようになった。『クーリエ・ド・ブールジュ』
Daudet, Alphonse, Contes du Lundi, Alphonse Lemerre, 1873, 295p. アルフォンス・
ドーデー（著）、桜田佐（訳）「月曜物語」岩波文庫、1959 年、300p., pp.97-98.
『同掲書』p.98.
Roth, Op. cit., pp.305-306.
Sordet, Félix, Op. cit., pp. 294-295.
26
27
28
29
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紙がティエールに期待を寄せ、和平交渉を希望したのはきわめて重要であ
る30。北仏では、厭戦の気分は明白となった。地方での敗戦、孤立、パリ
とロワールの大敗北の報道は住民の士気荒廃を引きずった。もはや人々は
勝利を信じなくなった。
　保守派はいまや公然とガンベッタを非難しはじめる。この点に関してガ
ンベッタが硬化する。おりもおり（12月20日）、ルイ=フィリップの息子
ジョワンヴィル公が海軍砲兵隊を率いてル・マンにまで来ていた。軍に入
れて欲しいというのだ。「祖国の恐るべき危機において何もせずにおれな
い」という内容の、シャンジー将軍宛ての手紙を携えていた31。しかし、
彼は県知事によって制止され、英国に追放すべくサン=マロに連行された。
国内にいてもらいたくなかったのだ。倦怠感が実業家や金融家の間にひろ
がる。彼らは戦争の終結を願った。最後にいくつかの軍隊において不服従
と逃亡が続く。民間人が逃亡兵を匿った。
　ノアンにいたジョルジュ・サンドは矛盾した情報のリズムに動揺した。
12月2日、まだ希望がある。「パリはすばらしい出撃を敢行。ロワール軍
はこれと呼応すべく上首尾に展開中。本日おそらく合流なるはずである。
パリの包囲は解かれる！ これは勝利であり、限りない希望である！ なん
という目覚めであることか！」だが、すぐさま落胆がそれに取って代わる。
12月４日、凶報の始まりである。「われわれはロワール軍のあらゆる陣地
を失った。」8日はさらに悪化。「ルーアンが奪取さる。わが可愛そうなフ
ロベールはどんなにか悲嘆に暮れていることか！ 敵がヴィエルゾンおよ
びブールジュに進軍中という噂である！　次はわれわれの番か？」「敵は
常に接近中、何たること！　敵はいまヴィエルゾン、もはや遠くにいない
と思う。…われわれは屈服すべく日を過ごそうか。離れるべきか？　まだ
どうしたらいいか私にはわからない。」ジョルジュ・サンドと家族はノア
ンに居残ることにした。というのはプロイセン軍はまだそこまで来ていな
Roth, op. cit., p.306.
Serreau, René, L’Armée de la Loire, Orléans, Editions System, 1970, 247 p., p.190.
30
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かったからである。
　12月中旬、彼女は自信を失い、不可避の交渉と講和を望むようになる。
ガンベッタのしつこさが彼女を苛立ちの極致まで導く32。
　当のガンベッタはどうか。彼はオルレアン陥落と派遣部移転という不運
に直面していた。12月8日の政令132号は、派遣部がトゥールからボルドー
に移ることを伝えた。同じ日、矢継ぎ早に借款と徴発・徴用令が出された。
布告・政令の発令は一旦停止し、それが再び出るのは12月13日だが、出
される命令のすべてが新兵募集と軍備に関するものである 33。ガンベッタ
はまだ勝機あると考えていたのだ。ガンベッタが12月初旬、全国の知事に
送った速達は次のように述べる。
「ロワール軍の状態に関する憂慮すべき噂を大胆に否認せよ。それ
は落胆と士気阻喪を起こすべく腹いせに吹聴されたものである。同
軍は現にすこぶる良好な状態にあること、その軍備は無疵であり、
むしろ強化されていること、侵略者との戦闘を再開できる状態にあ
ることを断言することによって、諸君は厳しく道理に従わねばなら
ない。各人は確信と強い意志をもたれたい、われわれ全員が一生懸
命に努力しようではないか。そうすれば、フランスは救済されるで
あろう。」 34
　12月17日に到着したパリ市民へのメッセージにおいてもガンベッタは、
ロワール軍は「戦闘不能に陥ったのではない」と述べ、「プロイセン軍の
いつもの嘘」に惑わされてはならない、ドイツ軍はいたるところで住民の
敵意に直面していることを強調した。共和派の同時代人によるガンベッタ
評はこうだ。
Sordet,Op.cit.,p.302-303
Ministère de la Guerre, Décrets, arrêtés et circulaire de la Délégation du gouvernement 
de la Défense nationale hors de Paris relatif à l’organisation et à l’administration de 
l’Armée, pp. 124-145.
Maquest, Pierre, La France et l’Europe pendant le siège de Paris (18 septembre 1870-
28 janvier 1871): Encyclopédie politique, militaire & anecdotique, Paris, 1877, xii, 838 
p., p. 424.
32
33
34
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「ガンベッタはつねに疲れを知らない。彼はシャンジー将軍の軍隊
にいたかと思えば、次はブルバキ軍にいるあんばいだ。今、彼はリ
ヨンにおり、ここには活用しうる大量の軍事的資源がある。いたる
ところで彼は勇猛心を強化し、生ぬるさを奮い立たせ、焦りを宥め、
すべての者に愛国的息吹と勝利の確信を与えるのだ。」 35
　ガンベッタに対する評価はフランス人において二分された。すなわち、
徹底抗戦派にとっては希望の星、和平派にとっては開いた傷口を拡げるだ
けの厄介者と映った。
　ドイツ当局にとっては戦争をいたずらに長引かせる冒険家と映った。モ
ルトケはガンベッタがどう動こうと、一貫して勝利への展望は見失うこと
はなかったが、宰相ビスマルクと陸相ローンは12月中ずっとやきもきして
いた。政・軍首脳部のあいだの摩擦がいちばん大きかったのはこのときで
ある。モルトケは、敵主力を野戦に誘い出すことによって壊滅的打撃を与
えないかぎり、パリのような外部要塞を多数備えた処に突入するのは自軍
の多大な犠牲を出すだけだという判断のもとに、兵糧攻め戦法にこだわっ
た。一方、首都の早期陥落を求める宰相ビスマルクと陸相ローンは、包囲
が2 ヵ月以上も経つというのに、パリがまだ落ちないことに苛立ちを隠せ
なかった。それというのも、中立国とくにイギリスの世論がパリへの同情
を呼び込み、自国政府に対し戦争介入を迫っていたからだ。焦るあまり、
宰相はすでに11月28日、パリ砲撃を国王に直訴していた36。それが実現す
るのは1 ヵ月以上ものちのことである。モルトケはいつも泰然自若として
いて、戦闘の展開について楽観的な見方を崩さなかったが、その彼が唯一
いだいた懸念は別のところにあった。戦争の長期化が必然的に民間人の戦
争への介入をもたらしはしないかということだった。古典的タイプの戦争
として始まった普仏戦争はすでに人民戦争に転化する兆しを見せはじめて
Ibid., p. 517.
軍事通信 1870 － 1871 年、第 454 号。；ドイツ参謀本部、外山卯三郎（訳）『モ
ルトケ作戦の準備と遂行』みたみ出版株式会社、昭和 19（1944）年、286 p., p. 
262.
35
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いた。これが本格化すれば面倒なことになる。それは懲罰の脅しや諸宣言
で治まるものではないだろうし、戦争自体が予測のつかない展開を示すこ
とになろう。戦争はなお1月、2月、3月もつづくだろうか？ だが、だれ
もこれに答えることはできない。
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